
道―１ 

 

道徳教育研究会 

                                                 部  長  松 永 恒 二 

                                                 研究主任  戸 田 昭 宏

                             部 員 数         ３２名 

 

１ 研究主題 

「自己をみつめ、考えを深め、生き抜く力を育てる道徳教育」 

～教育活動全体とつながりながら行う道徳の授業の工夫～ 

 

２ はじめに 

  本研究会では「教育活動全体を通じて道徳教育を行う」という共通理念を大切にしな

がら研究の実践をし、意見交換を行っている。本年度は、道徳的諸価値を補充・深化

・統合していくために、道徳の時間を要として、他の教育活動と関連させながら行う

「パッケージ型小単元」を計画し、研究実践に取り組んだ。 

                           

３ 研究経過 

教育研究会開催日に、小・中学校合同で各部員が授業実践を報告して、４人グルー

プの話し合い、全体協議という流れで研究会を進めた。特に今年度は、研究主題に基

づき、教育活動全体とつながりながら道徳教育を行うことに重点を置きながら研究を

進めた。授業についてだけでなく、道徳教育に関わる特別活動などの意見交換も行っ

た。研究日の開催日は、以下の通りである。 

① ４月２６日  ② ５月１０日  ③ ６月１４日  ④ ７月５日  

⑤ ９月１３日  ⑥ １０月１８日 ⑦１１月８日 ⑧１２月６日 

⑨１月１０日 ⑩２月１４日 

  

４ 研究の概要 

本年度は、研究主題に沿った活動として、各部員が「パッケージ型小単元」を計画

し、実践した成果や課題の報告をした。ねらいを明確にした系統的な指導をするため

に、単元全体に関わるテーマを設定した上で、絡める教科、特別活動、行事などを精

選して計画し実践をした。今年実践し、意見交換をした「パッケージ型小単元」の一

例を以下に紹介する。 

 

５年生の実践  テーマ「最高学年に向けて」 
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 〈成果〉 

道徳「わたしは飼育委員」と学級活動「送る会を計画しよう」では学びへの

動機付けとともに主体性の向上がみられた。道徳「ドッジボール対決」では団結

することの大切さ、責任感に対する気づきが感じられた。最後の学級活動で、保

護者からの励ましを目にした児童の姿からは、次年度に向けての意欲の高まりが

感じられた。目指すねらいを明確にして他の活動と絡めたことで、最高学年に向

けて、児童の大きな成長を感じることができた。 

 

４年生の実践  テーマ「他者とよりよい関係を築き、気持ちよく生活しよう」 

 

〈成果〉 

関連する活動をより明確

 にするために、単元を貫く

 大きな目標を設定した上で

 、連続するパッケージ型小

 単元を構想し、実践した。

 道徳を他教科、特別活動、

 行事などと関連させること

 で、道徳的諸価値を補充・

 深化・統合させながら、身

 に付けさせたい道徳性を養

 わせることができた。さら

 には、よりよいタイミング

 で授業を行うことで、国語

 や社会などの他教科への意

 欲の高まりも感じられ、相

 乗効果がもたらされたとい

 える。 

 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

本研究を通して、教育活動全体とつながりを持たせながら道徳教育を行っていくこ

との大切さを実感することができた。最初は少ししか振り返りを書くことができなか

ったり、意見を述べることができなかったりした児童が、少しずつ確かに成長してい

く姿、成長を裏付ける具体的な行動が認められた時の喜び、その一つ一つが確かな手

応えとして残っている。また、教育活動全体とつながりながら道徳教育を行うこと

で、学級経営の安定にもつながっているという実感もある。道徳教育に力を入れるこ

とへの必然性、教育活動全体を通じて行う道徳教育の大切さについて、今後も共通理

解を図り、実践していきたい。 

他者とよりよい関係を築き、気持ちよく生活できるようになる 

 


